
実務をふまえた化粧品処方設計と処方関連技術への対応

◎化粧品に携わる実務者が処方の基礎から実例を解説。

第1章　化粧品の概要
1. 化粧品・医薬部外品の定義
2. 化粧品の分類
3. 使用部位
4. 化粧品の基本成分

第2章　化粧品の製剤化に関連する基礎技術の概要
1. 乳化と可溶化の考え方
2. 可溶化系の調製と可溶化力の評価
3. エマルションの調製と安定化
4. 界面活性剤の種類と用途の考え方
5. 相図を用いた最適乳化、可溶化の解析

第3章　化粧品における安全性試験の現状
1. 化粧品における安全性試験の概要
2. 安全性試験における規制・ガイドライン
3. 動物実験代替試験の現状と実施における考え方

第4章　医薬部外品・化粧品における安定性試験
1. 安定性試験の方法
2. 医薬部外品、化粧品の安定性試験の実施方法
3. 医薬部外品・化粧品の安定性試験で認められた変化

第5章　保存効力に関する考え方と試験方法
1. 化粧品における微生物汚染の現状とその防止策
2. 防腐システム構築のポイント
3. 保存効力試験の留意点

第6章 化粧品における官能評価試験と留意点
1. 官能評価試験の概要
2. 官能評価試験に影響する要因
3. 化粧品開発における官能評価試験の留意点
4. 官能評価試験のさらなる活用、発展に向けて
5. まとめ

第7章 クレンジングオイルにおける処方の考え方
1. 機能と役割
2. クレンジングオイルの処方設計基礎と応用

第8章 洗顔料における処方設計の考え方
1. 機能と役割、クレンジングとの関係
2. 洗顔料の処方設計基礎と応用

第9章　化粧水処方の考え方
1. 化粧水の機能と役割
2. 化粧水に使われる成分
3. 化粧水の処方設計基礎と処方の応用事例
4. 化粧水の処方設計時の注意点
5. 化粧水の実製造時の注意点
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〇11ジャンルの化粧品実務者の目線で、必要な知識から実際の処方をどのように考えるか？
-化粧水/クレンジング/洗顔料/化粧水/乳液・クリーム/サンスクリーン剤/ファンデーション/口紅/アイシャドー/シャンプー・コンディショナー/育毛剤/入浴剤-

第10章 化粧品の乳液・クリーム処方の考え方
1. 分類、機能と役割
2. 処方構成と成分
3. 処方設計と応用

第11章　サンスクリーン剤の考え方と処方のポイント
1. タイプ別サンスクリーン剤
2. 紫外線防御剤成分
3. サンスクリーン剤の剤型
4. SPFブースター技術

第12章　ファンデーションの処方の考え方と処方のポイント
1. 機能と役割
2. 剤型と特徴
3. ファンデーションの処方設計基礎と応用

第13章　口唇用化粧品の処方の考え方
1. 役割と機能
2. 肌用化粧品との違い
3. 口紅・リップ化粧品における処方設計基礎と応用事例

第14章　アイシャドーの処方の考え方
1. 特徴と機能的役割
2. マスカラ化粧品の処方設計基礎と応用

第15章　シャンプー・コンディショナーの処方の考え方
1. 毛髪の構造とダメージについて
2. シャンプーとは
3. コンディショナーとは

第16章　育毛および抗白髪向け化粧品処方設計の基本的な考え方
1. 毛周期と毛包の構造
2. 毛周期の制御機構
3. 男性と女性の薄毛の違い
4. 育毛薬剤について
5. 育毛料設計の基本的考え方
6. 白髪発生のメカニズム
7. 抗白髪薬剤と抗白髪商品設計の基本的考え方
8. 頭皮状態を考慮した頭皮用化粧料

第17章　入浴剤の処方における考え方
1. 目的と概要
2. 入浴剤の機能別特長
3. 応用事例：温泉地名の入浴剤開発
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